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 予算議案関係資料  

 

平成２９年度当初予算（案）の概要 

神 崎 町 

 

～ 一般会計 ２４億７，２００万円 前年度比 4.0％減 ～ 

 

１．当初予算のポイント 

 

 予算規模   
 

● 平成 29 年度一般会計当初予算（案）の総額は、２４億７，２００万円で、 

 前年度比 4.0％（1 億 200 万円）の減となりました。 

● これは、道の駅第 2 駐車場・周辺道路の整備事業の完了により、事業費が 

減となったことが主な要因です。 

 

 予算編成方針   
 

○ 「神崎町第 4 次総合計画」の着実な推進と、「まち・ひと・しごと総合戦略」

の本格展開を図ること 

○ ただし、計画推進の持続性が重要であることから、確保できる財源に応じ 

た予算規模とすること 

 ○ 予算配分の硬直化を防ぐ観点から、前年同様「ゼロベース積み上げ方式」  

により、真に必要な経費を精査すること 
 

を基本的な考え方として、平成 29 年度当初予算を編成しました。 

 

 予算の特徴   
 

限られた財源の中でも、『まちの活性化』・『安全・安心』・『子育て支援』に 

重点配分することとし、 
 

◇ 道の駅「発酵の里こうざき」拡張に伴う既存施設の改造 

◇ 老朽化が進むインフラや公共施設の長寿命化への対策 

◇ 子育て世帯に対する支援の強化 
 

などの予算を計上しました。 
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２．歳入予算 

 

〔歳入内訳〕        （前年度比） 
 

  町   税   ６５２，３６１千円  （＋2.5％） 

  地方譲与税    ２６，０００千円  （  0.0％） 

  各種交付金   １３０，９００千円  （△0.9％） 

  地方交付税   ８９４，０００千円  （△3.2％） 

  分担金･負担金，使用料･手数料  ７９，２１８千円  （＋5.7％） 

  国庫支出金   １９８，８７９千円  （△19.1％） 

  県 支 出 金   １５３，１９１千円  （△0.0％）  

 繰 入 金   １１１，３０９千円  （△4.8％） 

 （うち財政調整基金繰入金    108,485 千円     △4.9%） 

 町   債    ９１，２００千円  （△18.0％） 

 （うち臨時財政対策債      90,000 千円     △18.2%） 

そ の 他   １３４，９４２千円  （△12.1％） 

 

〔主な増減要因〕 
 
① 町税は、固定資産税・軽自動車税・町たばこ税などの増収により、1,590 万円

の増を見込んでいます。なお、歳入総額に占める町税の割合は 26.4％です。 

 

 ② 各種交付金のうち、地方消費税交付金については、28 年度の実績見込に基づ

き、200 万円の減を見込みました。 

 

 ③ 地方交付税は、国から示された地方財政計画を参考として試算した結果、

3,000 万円の減となりました。 

 

 ④ 国庫支出金は、道路整備など公共事業費の減に伴い、社会資本整備総合交付

金が減少するため、4,680 万 9 千円の減となっています。 

 

 ⑤ 県支出金は、選挙費委託金が減となる一方で、農業関係の補助事業が増えた

ことにより、前年並みとなりました。 

 

 ⑥ 繰入金は、道路整備など投資的経費の減に伴い、財政調整基金からの繰入金

が減少するため、559 万 2 千円の減となりました。 

 

 ⑦ 町債は、臨時財政対策債の発行可能額の減額を見込み、2,000 万円の減とし

ました。 
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３．歳出予算 

 

〔歳出内訳〕        （前年度比） 
 

  議 会 費    ５１，５４２千円  （＋5.6％） 

  総 務 費   ４７３，２６１千円  （△2.6％） 

  民 生 費   ７５６，５９８千円  （△2.2％） 

  衛 生 費   ２１９，２２８千円  （＋3.8％） 

  農林水産業費   １３３，７７５千円  （＋11.5％） 

  商 工 費    ３２，５９３千円  （＋134.4％） 

  土 木 費   １８５，４９０千円  （△34.5％） 

  消 防 費   １１６，５６８千円  （△12.9％） 

  教 育 費   ２６４，７８６千円  （＋2.7％） 

  公 債 費   ２２３，０７４千円  （△3.2％） 

  そ の 他    １５，０８５千円  （ 0.0％） 

 

 

４．主な新規事業・主要事業 （●は重点事業） 

 

 ① 議会費・総務費 

   ・議場音響システム改修事業【新規】   3,024 千円 

   ●発酵文化振興事業【新規】     1,290 千円 

   ・町税コンビニ収納システム導入準備事業【新規】   3,210 千円   

・住民票等コンビニ交付システム導入事業【新規】   3,790 千円 

    

 ② 民生費 

・臨時福祉給付金（簡素な給付措置）  15,952 千円 

・防犯灯 LED 化事業      4,218 千円 

・子育て支援費給付事業     3,220 千円 

・保育所入所児子育て助成金事業   10,100 千円 

 

 ③ 衛生費 

   ●子ども医療費助成事業【拡充】   21,293 千円 

   ・胃がんリスク検診【新規】・歯周病検診【新規】  1,562 千円 

   ・健康相談ダイヤル 24 事業     1,360 千円 

・住宅用太陽光発電設備導入促進事業   1,200 千円 

・容器包装プラスチック分別収集事業【新規】   2,525 千円 
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 ④ 農林水産業費 

   ・農産産地支援事業補助金【新規】    5,207 千円 

・神崎産米高品質化支援事業【新規】   1,845 千円 

・青年就農給付金      9,750 千円 

・飼料用米等拡大支援事業補助金   11,160 千円 

   ・加工用米等助成金事業    13,953 千円 

 

 ⑤ 商工費 

   ・観光行事運営事業（酒蔵まつり、河川敷祭りほか）  3,519 千円 

   ●道の駅発酵の里こうざき拡張事業   19,801 千円 

 

⑥ 土木費 

   ・町道舗装修繕事業     23,634 千円 

   ・町道並木 1 号線法面修繕事業（調査設計）【新規】 12,000 千円 

   ・道路ストック点検調査事業【新規】   5,600 千円 

   ●町道成田神崎線整備事業    44,718 千円 

   ●町道神宿松崎線道路改良事業（測量調査設計）【新規】 25,000 千円 

   ●町道毛成堀籠線道路改良事業（測量調査設計）   20,000 千円 

   ・木造住宅耐震診断及び改修費助成事業   2,700 千円 

 

⑦ 消防費 

   ・小型動力ポンプ更新事業     1,296 千円 

 

⑧ 教育費 

  ・少人数指導教員設置事業【新規】    3,733 千円 

  ・米沢小学校プール修繕事業（給水装置・漏水修理）【新規】  2,917 千円 

   ●学校給食費助成事業【拡充】   20,900 千円 

   ・学校給食センター設備更新事業（塵芥処理機・コンテナ等） 12,062 千円  

 

 

５．引上げ分の地方消費税交付金の使途 

 

 消費税率引上げによる増収分は全額、社会保障費の財源としています。 
 

    社会保障施策に要する経費   617,736 千円  

【財源内訳】 

  国県支出金・その他特定財源  226,507 千円 

   地方消費税交付金（社会保障財源分）  41,000 千円  

   一般財源     350,229 千円 
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６．特別会計・公営企業会計 

  

国民健康保険事業特別会計  ９億３，１００万円 前年度比 2,060 万円（2.2％）減 

  うち保険給付費 5 億 3,703 万 5 千円 

 

 介護保険事業特別会計  ５億１，２６０万円 前年度比 1,810 万円（3.7％）増 

  うち保険給付費 4 億 8,036 万 8 千円 

 

 後期高齢者医療特別会計    ７，０８０万円 前年度比 160 万円（2.3％）増 

  うち後期高齢者医療広域連合納付金 6,650 万 7 千円 

 

 水道事業会計 収益的 収入 ２億１，５１４万７千円 

支出 ２億  ６３７万６千円 

資本的 収入       １万１千円 

支出   ４，４９０万２千円 

 


